
富士川町舂米（つきよね）区における棚田米を活用した米麹の開発
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峡南地域活動支援協議会

地域づくり活動支援体制整備事業 成果報告



１．事業実施地域の課題

峡南地域（市川三郷町、富士川町、早川町、身延町、南部町）は山梨県の南に位置し、

古くは富士川舟運で栄えた歴史ある地です。

中部横断自動車道の建設

新潟～静岡
きみは日本海を見たか

わたしは太平洋を見たい

ストロー現象で衰退か、独自性で活性化か！？



２．地域づくり活動支援体制の構成

構成主体 役割（中間支援の内容）

山梨中央銀行 事業計画作成支援 他業者マッチング支援

峡南広域行政組合 ＰＲ活動の支援 行政との連携指導

こしべんと開発・普及プロ
ジェクト推進協議会

ブランド化支援 販売先選定支援

ＮＰＯ富士川・夢・未来 事業数値化支援 事業推進の指導

• 山梨中央銀行は富士川町青柳支店を中心に、本活動を推進していきますが、必要に応じて、
本店の各部署担当者が支援にあたります。

• 峡南広域行政組合は峡南地域：市川三郷町・富士川町・早川町・身延町・南部町５町で構成さ
れる行政組合です。

• こしべんと開発・普及プロジェクト推進協議会は、峡南５町の食資源を活用した「こしべんと」に
よる地域活性化を目指す協議会です。

• ＮＰＯ富士川・夢・未来は、峡南５町の事業者を中心にした会員による、中間支援のＮＰＯです。



支援対象：舂米の文字を後生に伝える会

舂米の字は舂の字とともに、上が巻、に己の字を旧に変えた「つき」の文字があり
こちらの字は当用漢字の登録から抹消され、変換機能にもだすことのできない、
失われた字となってしまいました。
地域の文化とともに、この文字を残そうと、地元住民が
「舂米の文字を後生に伝える会」を立ち上げ、地元酒蔵の
協力のもと舂米の酒米を使用した純米酒「舂米」が販売
されています。
その他、農業体験等の受け入れ事業を実施しています。

事業を継続するにあたって、資金収入が見込める新規事業が必要です。
現状のままでは、活動が消えてしまうのも時間の問題…

３．担い手の概要



４．事業概要

麹の活用方法情を含めた
こしべんとへの導入検討

富士川町

広域行政より活動内容に
応じて単町の参画も要請
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５．取組の内容



担い手の活動 中間支援の内容・構成主体

事業計画づくり 山梨中央銀行 事業計画における基礎知識の提供

ＮＰＯ富士川・夢・未来
事業立ち上げにおけるヒアリング
原材料の調達先調査と原価算出の支援

◎事業計画作成支援

商品開発を進めるにあたって、事業計画づくりをすることで、事業を継続して実施でき
るよう、支援しました。

事業計画づくりに必要な事項のヒアリング

基本的事業計画づくりのレクチャー
原価計算の支援



担い手の活動 中間支援の内容・構成主体

新規商品開発支援 こしべんと開発・普及
プロジェクト推進協議
会

麹制作事業者による麹づくり基礎知識の講習
会開催支援

ＮＰＯ富士川・夢・未来
講習会への参加者募集支援

◎地元棚田米を使った新規商品開発支援

商品開発における基礎知識のレクチャー

試作品制作支援



担い手の活動 中間支援の内容・構成主体

新規商品販路開拓
支援

ＮＰＯ富士川・夢・未来
市場調査先の選定 依頼

◎新規商品販路開拓支援

市場調査

商品の方向性を決定

ターゲットの決定



◎商品販売戦略に基づいた販促支援

デザイナーによるブランドづくり支援パッケージ等の販促グッズ制作支援

フレンチシェフによる糀の活用方法レクチャー
メンバー向け 地域住民向け 一般向け

担い手の活動 中間支援の内容・構成主体

新規商品販路開拓
支援

こしべんと開発・普及
プロジェクト推進協議
会

フレンチシェフの選定・依頼

レクチャーへのこしべんと作り手参加を呼びか
け



担い手の活動 中間支援の内容・構成主体

情報発信
峡南広域行政組合

独自サーバーへのサイト掲載の検討
新東名サービスエリアＰＲ支援

ＮＰＯ富士川・夢・未来
食品展示会出展支援
地元メディアへの調整
ＤＭ発送支援

◎ブランドイメージを活用した情報発信

東京での食品展示会への出展

新東名駿河湾沼津サービスエリアでのＰＲ出展

事業のＰＲ支援 地元メディア活用

地元を中心とした事業者などへのＤＭ発送
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第10回こだわり食品フェア2015
2月10日（火）：３０,２９２人
2月11日（水）：２５,６２１人
2月12日（木）：２８,７０１人
合計：８４,６１４人







◎実施した事業の検証

事業内容を検証し、原価計算、損益分岐点の算出等数値化を実施し、
生産目標の設定など事業計画検討の支援

原材料調達の方法を再度検討

受注体制の整備として窓口の明確化

次年度事業計画策定 富士川町との連携について調整

担い手の活動 中間支援の内容・構成主体

事業計画づくり 山梨中央銀行 事業計画検討の支援と、融資の可能性検証

ＮＰＯ富士川・夢・未来
富士川町の支援体制の調査支援
地域内連携等の調査



６．取組の成果と課題

◎取組の成果・課題
支援対象のレベルアップ
誰かがやってくれる。「たぶん大丈夫」な活動から、自分がやる、このままで

はなくなってしまうとの問題意識への目覚め。中心の人物だけが動く活動から、担
当を決め、新しい人を巻き込む活動へとレベルアップした

商品の売上や成長
日本酒づくり：酒米を作って、農協に販売するだけ。出来上がったお酒

を購入するだけ＝自前の開発なし、赤字事業
↓

原材料を調達し、商品開発から販売までを手掛け、利益を上げていく
事業を実施する活動へと成長した。



◎活動の社会的意義・社会的成果

同じ町内で活動を実施している団体からの相談が入るようになった。担い手がひ
とつの事例として、地域で注目されている。

◎地域ビジネスの達成状況・今後の見通し

商品開発をし、注文を受注できる体制ができあがったが、原材料調達の方法とバ
リエーションに調整が必要。今後、原価コストの削減を含めた調整を繰り返し、さ
らなるビジネスとしての収益性ＵＰを検討することで、事業を継続できることが考
えられる。

フレーバーの原材料調達方法の検討
↓

自分たちで作る 地域の人に作ってもらう
↓

バリエーションの調整



◎成果目標

成果目標 現状（年度当初） 目標 達成状況

舂米新規商品の売
り上げ

０ 一般顧客向け販売
50万円とする
業務用販売20万円と
する

予約販売

事業者向け契約

直接販売

舂米新規商品のPR
活動参加者数

０ 広域行政組合主催企
画への参加による活
動9月、3月
参加者各日200人合
計400人

東京ビックサイトにて
こだわり食品フェア２０
１５参加2月10日～12
日の3日間
参加者５０００人

こだわり食品フェア参加2
月10日～12日
3日間８４,６１４人

新東名高速道路 駿河湾
沼津サービスエリアＰＲ活
動2月18日
500人へPR



７．中間支援における課題と対応

●支援対象の自立を促進させる
モチベーションアップのため、メディア戦略を活用した。

＝他地域の人から認められることで、活動の意義や良さ、やりがいを感じる。

最初に事業計画を立てる予定であったが
＝まずは現状の会計状況を把握し、独立した会計作業をすることが必要だった。

手を離すタイミングはどこか！？

●中間支援をする立場で
支援する手順・手を出す加減を確認することができた。
・現状把握から始まる支援活動：ヒアリングの大切さ＝人間関係の構築
・手を出しすぎてもダメ、まかせすぎてもダメ ヒアリングから力量を読み取る

全部やってくれるから… どうせダメだし… とならないように

体制として連携することで ＝支援対象が生半可な気持ちではいけないと真剣になる

構成主体間のつながりが強化され、新たな取り組みを模索するきっかけになった
＝お互いが必要な情報をやりとりし、地域情報の共有によりそれぞれの事業に広がり
が生まれた



８．事業終了後の予定

事業終了後の取組のスケジュール

舂米の会に対して：富士川町コミュニティービジネスへ舂米の会が申請できるよう支
援を続ける

活動費の確保：支援先に「会員」となってもらい、会費収入などの収入を図るととも
に、必要経費については、支援先負担を考える。

協議会の活動の継続：あくまでも支援活動が中心であり、協議会自身が事業をせず、
支援先が「主役」となる活動でありつづけることで継続していく。

活動の体制：ＮＰＯが事務局を務め、構成主体として登録するところが増え、事業ご
とに支援する構成主体がそれぞれ対応していく



活動

構成主体峡南地域活動支援協議会

活動

必要に応じてチームで支援

協議会外メンバーを
組み込む場合もあり
例：自治体単体など

構成主体を増やすか検討

必要に応じて構成主体単体で支援や事業連携も



◎新たな担い手に対する支援の事業計画

平成27年度
舂米の会＝富士川町コミュニティビジネス事業申請を支援

＝今後の事業も継続して支援していく。

富士川町鰍沢地域にて生産したさつまいもで焼酎作っている団体
＝特色を生かした販売をめざして助言を求めている。

富士川町箱原地域の農産物生産団体のジャンボにんにく
＝事業の安定化等をめざして相談がきている。

平成28年度
支援した事業の検証と、継続した支援。
富士川町以外の支援先検討
問い合わせへの対応：相談窓口の開設

平成29年度以降
支援した事業同士の連携をはかるための企画を実施
地域活動の洗い出しを行うために広く参加を募る。
問い合わせへの対応


